
花　３月～４月 バラ科

花　３月～５月 モクレン科

花　３月～４月 ヤナギ科

ネコヤナギ

　北海道~九州までの河川の水辺で見られ、早
春に川辺で穂の出る姿は美しいものである。他
のヤナギ類の開花よりも一足早く花を咲かせる
ことから、春の訪れを告げる植物とみなされる。
根本からも枝を出し、水に浸ったところからは根
を下ろして株が増える。葉は細い楕円形でつや
がない。初夏には綿毛につつまれた種子を飛ば
す。
　花期は3~4月。雌雄異株で、雄株と雌株がそ
れぞれ雄花と雌花を咲かす。高さは3mほど。
　銀白色の毛で目立つ花穂が特徴的であり、
「ネコヤナギ」の和名はこれをネコの尾に見立て
たことによる。花穂は生け花にもよく用いられ
る。

オオシマサクラ

　高さは15mに達する落葉高木。葉は長さ5cm～
10cm程度で、先端が尖った倒卵形または楕円
形で互生、細かい鋸歯を持つ。晩秋に紅葉す
る。花期は春、3月から4月にかけ、葉の成長とと
もに茎の先端から数個の花をつける。花弁は白
色で5弁、淡い芳香を持つ。
　初夏にかけて結実し、十分に熟した果実は食
用となる。丈夫で潮風にも強いことから、庭木や
公園等の植林に用いられる。晩秋に紅葉する。

コブシ
　
　果実は集合果であり、にぎりこぶし状のデコボ
コがある。これがコブシの名前の由来であるが、
一方で果実の形状が名前の由来とも言われる。
　高さは18m、幹の直径は概ね60cmに達する。
　3月から5月にかけて、枝先に直径6-10cmの花
を咲かせる。花は純白で、基部は桃色を帯び
る。花弁は6枚。枝は太いが折れやすい。枝を折
ると、 芳香が湧出する。アイヌ地方では「オマウ
クシニ」「オプケニ」と呼ばれる。それぞれ、アイヌ
の言葉で、「良い匂いを出す木」「放屁する木」と
いう意味を持つ。樹皮は煎じて茶の代わりや風
邪薬として飲まれる。


